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市議会だより 平成 24 年５月１日

会例定会議月３
平成24年第１回議会定例会が、３月１日から３月19日まで

の19日間の日程で開かれ、平成24年度当初予算を初め、市長

提出議案42件、議員提出議案１件が審議され、いずれも原案

のとおり可決されました。

一般質問では10名の議員が市政全般にわたって、市長の考

えをただしました。

３
月
１
日

６
日

７
日

８
日

９
日

12
〜
15
日

19
日

平成24年

３月（第１回）定例会日程

本会議場で意見書の朗読

本
会
議
（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
）

　
　
　

（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

本
会
議
（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
）

　
　
　

（
一
般
質
問
）

本
会
議
（
一
般
質
問
）

委
員
会
（
総
務
文
教
委
員
会)

委
員
会
（
建
設
厚
生
委
員
会
）

委
員
会
（
予
算
委
員
会
）

本
会
議
（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

　
　
　

（
委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

島
田　

今
回
提
出
さ
れ
た
計
画
は
、
厳
し
い
社
会

情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
行
政
の
経
営
資
源

の
制
約
に
取
り
組
み
、
効
率
性
、
有
効
性
の
高
い

計
画
に
な
っ
て
い
る
。
定
住
促
進
４
大
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
、
定
住
施
策
再
構
築
に
向
け
て

積
極
的
に
取
り
組
む
計
画
と
な
っ
て
お
り
賛
成
。

多
田　

平
成
28
年
の
人
口
目
標
を
２
万
７
千
人
と

す
る
が
、
実
現
方
法
は
企
業
誘
致
を
示
す
の
み
で
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
従
来
の
計
画
と
大
差
な
い
。

一
方
で
、
小
学
校
統
廃
合
で
は
人
口
減
を
既
定
の

事
実
と
し
て
お
り
、
整
合
性
を
欠
い
て
い
る
。
住

民
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
押
し
付
け
も
、
行
政
の

責
任
を
損
な
う
。
過
疎
化
、
少
子
化
を
は
ね
の
け

る
計
画
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
反
対
。

横
田　

後
期
計
画
で
は
、
現
在
人
口
の
２
千
人
増

の
２
万
７
千
人
を
見
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
過

去
５
年
間
の
計
画
期
間
に
２
千
人
の
減
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
自
然
減
に
よ
る
も
の
で
、
今
後
も

同
様
に
減
少
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
少
子

化
を
見
込
ん
で
教
育
施
設
の
統
廃
合
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
目
標
と
現
実
に
乖
離(

か
い
り)

が
あ

り
反
対
。

議
案
第
17
号
　

第
５
次
江
津
市
総
合
振
興
計
画

後
期
基
本
計
画
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
３
月
定
例
会
】

●
市
長
提
出
議
案

◆
同
意
議
案
（
２
件
）

・
功
労
者
の
選
定
に
つ
い

て
は
次
の
方
々
を
同
意

し
ま
し
た
。

　
　

佐
々
木
義
明
氏

　
　

小
川
　

和
洋
氏

　
　

二
本
木
俊
二
氏

・
公
平
委
員
会
の
選
任
に

つ
い
て
は
木
村
博
紀
氏

を
同
意
し
ま
し
た
。

◆
条
例
議
案
（
15
件
）

・
江
津
市
暴
力
団
排
除
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
な

ど
。

◆
一
般
議
案
（
７
件
）

・
第
５
次
江
津
市
総
合
振

興
計
画
後
期
基
本
計
画

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て
な
ど
。

◆
予
算
議
案
（
18
件
）

　

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

　

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
陳
情
審
査
結
果

・
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

た
陳
情
５
件
に
つ
い
て

は
い
ず
れ
も
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

賛
成
意
見

反
対
意
見

討
　

論
　

内
　

容

議会の動き・審議結果 ２



３月補正予算決まる

市議会だより平成 24 年５月１日

～平成23年度３月補正の主要事業～

事　業　名 予　算　額 事　業　の　概　要

地 域 医 療

支援対策事業

△3,917万　

3千円

経営改善に向け再編計画に取り組む島根県済生会に対して財政支援を

行うことにより、地域医療の充実を図るもの。今回、県再生基金事業

採択により医師住宅整備事業補助を１億2,425万5千円減額するもの。

消 防 施 設

整 備 事 業
475万7千円

消防団員の安全対策の強化を図るため、安全装備品を整備するもの。

トランシーバー 200 台・ヘッドライト型投光器 200 台・スタンド付投

光器 10 台・発電機 2台

災 害 対 策 費 3,330万円

災害発生時に迅速な避難や避難所運営等ができるよう施設整備を行う

もの。

・災害備蓄物品の整備、充実（毛布、非常食等）

・津波注意看板等の設置（海岸部及び避難所等）

・被災者支援システムの導入

学校校内LAN

整 備 事 業

2,993万　

5千円
小中学校に教師用のパソコンを購入するもの。

平成 23 年度

一般会計補正予算
（第８号）

3億310万4千円減
補正後予算総額　162億9,495万9千円

（参考）昨年度同月予算総額

159億2,076万7千円

内容　各事業の実績及び決算見込み

を算定したもの。

　　そのほか、国の３次補正に対応

した緊急防災・減災事業として消

防団員の安全装備品を整備する「消

防施設整備事業」や災害備蓄、津

波注意看板設置などの「災害対策

費」また、「地域医療支援対策事業

について補正したもの。

特別会計補正予算

水道事業会計除く
（８会計）

4,860万9千円減
補正後予算総額　53億5,001万2千円

（参考）昨年度同月予算総額

50億4,910万6千円

内容　決算見込みについて所要の補

正をしたもの。

□問
　
　

災
害
対
策
費
の
う
ち

津
波
注
意
看
板
の
設
置
内

容
は
。

■答
　

標
高
10
ｍ
以
下
の
海

岸
部
を
対
象
に
、
電
柱

７
５
０
箇
所
の
ほ
か
避
難

所
等
に
設
置
予
定
。

□問
　
　

学
校
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整

備
事
業
に
つ
い
て
、
教
師

用
パ
ソ
コ
ン
を
整
備
す
る

経
緯
は
。

■答
　

県
内
で
は
本
市
だ
け

が
未
整
備
で
、
今
ま
で
個

人
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し

て
い
た
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

上
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら

整
備
を
行
う
。

 

審
　

査
　

内
　

容 

整
備
予
定
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー  

補正予算審議３



市議会だより 平成 24 年５月１日

～平成24年度当初予算の主要事業～

事業名 予　算　額 事　業　の　概　要

地 域 医 療

支援対策事業

4億3,393万　

1千円

済生会総合病院等が行う医師看護師等確保及び離職防止対策としての

各種事業に対し補助金を交付するもの。また、経営改善のため再編計

画に取り組む島根県済生会に対し、財政支援を行う。

統 合 保 育 所

整 備 事 業

３,677万　

9千円

施設の老朽化対策及び少子化に対応した効率的な運営を進めるために

「川戸保育所」と「市山保育所」を統合し、新たに建設するもの。

企 業 立 地

推 進 事 業

3,756万　

6千円

産業の振興、雇用の場の確保のため、企業の設備投資に対して固定資

産税相当額を補助したり、製造業が使用する専用回線の通信費補助を

したりするもの。

風 の 国 施 設

維持管理事業

6,545万　

8千円

森林総合公園「風の国」の運営管理及び薬草園などの施設管理費。

風の国出資金 １億円
財務体質を強化し、経営再建を進めるため新たな出資を行い、資本金

を増資するもの。

都 市 公 園

整 備 事 業
1億300万円

老朽化した市民球場のスコアボードを

電光表示化の整備を行い、市民利用の

利便性を高めると共に、新規大会誘致

の推進を図る。

中 心 市 街 地

整 備 事 業

4億207万　

7千円

公共複合施設を拠点施設として、公共複合施設、交流広場及び駐車場

の整備並びに隣接した市道御幸通線及び水源地通線を拡幅整備し、駅

前地区の活性化を図ることとしており、公共複合施設・交流広場・駐

車場・道路の実施設計、建物移転補償調査及び用地買収・家屋移転補

償を行うもの。また、江津駅前地区の再生に向け積極的に活動をして

いる団体に対して、補助金を交付し活動支援を行うもの。

教育コミュニティ

創造ふるさと

学習支援事業

1,000万円

未来の江津市を担う人材を育成するために、地域の産業理解、伝統文

化・伝統活動の伝承など「ふるさと学習」や放課後・長期休暇等を活

用した事業などを進める。

平成 24 年度当初予算決まる

一般会計
143億8,600万円
（参考）昨年度当初予算額

152億1,700万円

特別会計
52億4,543万2千円
（参考）昨年度当初予算額

53億7,803万7千円

４予算審議



討
　

論
　

内
　

容

市議会だより平成 24 年５月１日

エビネ栽培予定地

□問
　
　

統
合
保
育
所
整
備
事

業
で
、
川
戸
・
市
山
保
育

所
を
整
備
さ
れ
る
が
、
委

託
選
定
方
法
は
。

■答
　

い
ず
れ
に
し
て
も
入

札
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

資
格
審
査
会
に
お
い
て
ど

の
業
者
を
指
定
す
る
の
か

最
終
的
に
決
定
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
選
定
に
あ

た
っ
て
は
、
原
則
市
内
業

者
に
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
本
市
の
基
準

の
中
で
何
社
以
上
を
示
す

規
定
が
あ
る
た
め
、
業
者

数
を
何
社
に
す
る
の
か
、

こ
れ
を
見
直
す
こ
と
も
今

□問
　
　

駅
前
再
開
発
を
行

い
、
移
転
さ
れ
れ
ば
逆
に

活
気
が
な
く
な
る
の
で
は
。

■答
　

現
在
、
駅
前
地
区
の

９
割
が
空
き
家
で
あ
る
。

駅
前
の
商
店
の
経
営
者

は
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
や
商
工
会
議
所
と

連
携
を
図
る
委
員
会
に
参

加
し
て
お
り
、
空
き
店
舗

活
用
な
ど
に
よ
り
、
活
力

を
見
出
し
て
も
ら
い
、
本

市
と
し
て
は
そ
の
意
見
を

参
考
に
し
、
活
性
化
に
つ

な
げ
る
。

□問
　
　

風
の
国
施
設
維
持
管

理
事
業
の
薬
草
園
整
備
３

２
０
０
万
円
の
内
容
は
。

■答
　

薬
草
公
園
と
エ
ビ

ネ
公
園
を
含
め
て
整
備
す

る
。
薬
草
園
の
整
備
は

５
０
０
０
㎡
に
土
地
・
肥

料
を
入
れ
、
基
盤
整
備
を

行
な
い
、
畑
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
エ
ビ
ネ
は
森

の
館
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

間
の
道
路
沿
い
に
植
え
る

予
定
。
面
積
は
約
１
０
０

０
㎡
に
な
る
。

□問
　
　

市
民
球
場
の
ス
コ
ア

ボ
ー
ド
設
置
の
１
億
円
投

資
の
必
要
性
は
。

■答
　

中
央
運
動
公
園
は
、

市
民
の
総
合
的
な
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
整
備
す
る
も

の
。
現
行
の
補
修
で
は
充

当
で
き
な
い
過
疎
債
や
交

付
金
等
有
利
な
財
源
が
活

用
で
き
る
た
め
、
市
の
実

質
負
担
は
ど
ち
ら
も
ほ
ぼ

同
程
度
に
な
る
。
同
じ
金

額
を
使
っ
て
対
応
す
る
の

な
ら
、
よ
り
良
い
も
の
が

整
備
で
き
る
と
考
え
る
。

審
　

査
　

内
　

容後
検
討
す
べ
き
と
思
う
。

で
き
る
だ
け
市
内
業
者
に

入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

統合保育所整備予定地

〈
反
対
討
論
〉

多
田
　

国
保
会
計
立
て
直

し
へ
の
予
防
医
療
は
、
が

ん
検
診
も
特
定
健
診
も
受

診
率
が
低
い
。
保
険
加
入

者
に
負
担
を
強
い
る
前

に
、
他
の
自
治
体
の
有
効

な
取
り
組
み
を
本
市
に
取

り
入
れ
る
こ
と
も
必
要
。

予
防
と
医
療
給
付
費
抑
制

の
取
り
組
み
が
不
十
分
で

あ
る
た
め
反
対
。

〈
賛
成
討
論
〉

山
本
　

厳
し
い
財
政
事
情

に
あ
っ
て
も
、
担
当
課
の

取
り
組
み
の
努
力
は
認
め

ら
れ
る
の
で
賛
成
。

〈
反
対
討
論
〉

多
田
　

公
共
下
水
道
と
、

し
尿
処
理
場
の
処
理
を
共

同
で
行
う
計
画
が
含
ま
れ

る
が
、
議
会
へ
は
全
く
説

明
が
な
く
、
審
議
は
執
行

部
の
言
い
分
の
み
を
も

と
に
行
わ
れ
、
行
政
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
議
会
と
し

て
、
市
民
の
声
を
も
と
に

精
査
す
る
時
間
も
な
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
や
り
方

は
議
会
軽
視
に
つ
な
が
る

た
め
反
対
。

〈
賛
成
討
論
〉

山
根
　

共
同
汚
泥
処
理
施

設
基
本
設
計
業
務
に
お
い

て
、
２
つ
の
下
水
道
処
理

場
の
汚
泥
処
理
施
設
と
、

20
年
以
上
経
過
し
た
江
津

浄
化
セ
ン
タ
ー
を
、
共
同

汚
泥
処
理
施
設
と
し
て
整

備
す
る
な
ど
し
て
共
同
化

（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
事
業
）
な
ど

を
計
画
さ
れ
る
も
の
で
、

今
年
度
必
要
な
業
務
で
あ

り
賛
成
。

〈
反
対
討
論
〉

多
田
　

済
生
会
や
風
の
国

へ
の
支
出
に
つ
い
て
責
任

が
明
確
で
な
く
、
福
祉
関

連
で
は
保
険
給
付
費
抑
制

の
た
め
の
目
標
が
前
年
度

よ
り
低
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
人
口
目
標
２
万
７

千
人
を
掲
げ
る
計
画
の
初

年
度
と
し
て
、
目
指
す
べ

き
人
口
増
を
明
確
に
示
し

て
い
な
い
た
め
予
算
に
反

対
。

〈
賛
成
討
論
〉

森
脇
　

同
じ
整
備
を
す
る

上
で
も
市
民
に
と
っ
て
負

担
を
少
な
く
す
る
よ
う
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
交

付
金
や
起
債
で
も
交
付
税

措
置
さ
れ
る
有
利
な
財
源

を
充
当
す
る
な
ど
配
慮
さ

れ
て
い
る
。
済
生
会
グ

ル
ー
プ
、
風
の
国
に
対
し

て
の
支
援
事
業
は
雇
用
確

保
、
経
営
再
建
上
必
要
だ

議
案
第
23
号
　

平
成
24
年

度
島
根
県
江
津
市
一
般
会

計
予
算
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て

が
、
議
会
も
責
任
を
負
う

中
で
こ
れ
以
上
市
民
の
負

担
の
な
い
よ
う
し
っ
か
り

管
理
す
る
よ
う
意
見
を
付

し
賛
成
。

議
案
第
28
号
　

平
成
24
年

度
島
根
県
江
津
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
24
号
　

平
成
24
年

度
島
根
県
江
津
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予

算
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て

５ 予算審議



市議会だより 平成 24 年５月１日

総
務
文
教
委
員
会

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

審
査
内
容

審
査
内
容

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

審
査
内
容

審
査
内
容

常
任
委
員
会

審
査
内
容

江津市将来人口推移

春の軟式野球大会

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
10
件
に
つ
い
て
審
査

を
行
い
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
た
。

◆
江
津
市
暴
力
団
排
除
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

暴
力
団
が
市
民
の
生
活

や
経
済
活
動
に
深
く
入
り

込
み
、
暴
力
を
背
景
と
し

た
様
々
な
資
金
調
達
活
動

を
行
い
、
市
民
や
事
業
者

に
多
大
な
脅
威
を
与
え
て

い
る
情
勢
を
踏
ま
え
、
市

民
・
事
業
者
・
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
、
市
民
生
活

や
社
会
経
済
活
動
の
場
か

ら
暴
力
団
を
排
除
し
、
安

全
で
平
穏
な
市
民
生
活
の

確
保
及
び
健
全
な
社
会
経

済
活
動
の
発
展
を
目
的
と

し
て
、
条
例
制
定
を
行
う

も
の
。

【
委
員
質
問
】

□問
　
　

県
の
条
例
は
既
に
あ

る
。
近
隣
も
設
定
す
る
動

き
も
あ
る
が
、
こ
の
制
定

に
あ
た
っ
て
警
察
等
と
協

議
に
つ
い
て
は
。

■答
　

素
案
を
作
り
警
察
署

と
も
協
議
を
し
、
了
解
を

符
し
今
回
提
案
を
し
て
い

る
。

◆
第
５
次
江
津
市
総
合
振

興
計
画
後
期
基
本
計
画
を

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

　

第
５
次
江
津
市
総
合
振

興
計
画
前
期
基
本
計
画

は
、
平
成
23
年
度
を
も
っ

て
計
画
期
間
が
終
了
し
た

こ
と
か
ら
、
基
本
構
想
の

実
現
の
た
め
、
各
施
策
ご

と
の
現
状
と
課
題
、
取
り

組
み
方
針
を
明
ら
か
に

し
、
実
施
計
画
に
定
め
る

個
別
事
業
の
方
向
性
を
明

確
に
し
、
平
成
24
年
度
か

ら
28
年
度
ま
で
の
５
年
間

を
期
間
と
す
る
後
期
基
本

計
画
を
定
め
る
も
の
。

【
委
員
質
問
】

□問
　
　

前
期
と
後
期
で
大
き

く
変
っ
た
点
は
。

■答
　

総
合
的
な
支
援
の
窓

口
設
置
を
記
載
し
た
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
・
活
用

の
と
こ
ろ
で
は
、
平
成
21

年
度
に
策
定
を
し
た
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
基

づ
く
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

利
活
用
、
あ
る
い
は
再
生

可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
太
陽
光
発
電
の
普
及

促
進
を
掲
げ
た
。
い
わ
ゆ

る
電
力
の
地
産
地
消
の
仕

組
み
を
盛
り
込
ん
だ
。
　

　

そ
れ
と
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
の
充
実
、
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
の
環
境
整
備
、
青

少
年
健
全
育
成
の
推
進
を

盛
り
込
ん
だ
。

□問
　
　

教
育
委
員
会
と
し

て
、
公
民
館
活
動
は
コ
ミ

ニ
テ
ィ
と
連
携
す
る
方
針

な
の
か
回
答
を
。

■答
　

公
民
館
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
の
方
で

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
昨
年
度
か
ら
協
議
を

し
て
お
り
、
現
在
取
り
ま

と
め
つ
つ
あ
る
。
公
民
館

と
い
う
施
設
は
地
域
に

と
っ
て
の
拠
点
施
設
で
あ

る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。

公
民
館
施
設
が
地
域
で
い

ろ
ん
な
活
動
に
使
わ
れ
る

と
理
解
を
し
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
地

域
活
動
を
推
進
し
て
行
く

上
で
、
枠
を
は
め
る
つ
も

り
は
な
い
。
地
域
が
そ
れ

ぞ
れ
に
活
発
に
活
動
さ
れ

て
親
交
を
図
ら
れ
る
使
わ

れ
方
に
つ
い
て
教
育
委
員

会
も
支
援
を
し
て
い
く
ス

タ
ン
ス
で
あ
る
。

□問
　
　

幼
保
一
元
化
の
問
題

は
子
育
て
支
援
課
、
教
育

委
員
会
と
も
絡
み
は
あ
る

が
、
主
体
は
ど
ち
ら
な
の

か
。
方
針
は
。

■答
　

ど
こ
の
課
と
い
う
の

で
は
な
く
、
協
議
を
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。
計
画

上
は
こ
こ
の
項
目
は
子
育

て
支
援
課
、
こ
こ
の
項
目

は
教
育
委
員
会
と
い
う
表

現
の
仕
方
は
考
え
て
い
な

い
。

◆
江
津
市
防
災
行
政
用
無

線
戸
別
受
信
機
分
担
金
徴

収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

防
災
行
政
用
無
線
戸
別

受
信
機
の
よ
り
一
層
の
普

及
を
図
る
た
め
、
分
担
金

の
一
部
を
助
成
す
る
期
間

を
３
年
間
延
長
す
る
も

の
。

◆
江
津
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

審
議
会
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

＝
内
容
＝

ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
が
全

面
改
正
さ
れ
、
新
た
に
ス

ポ
ー
ツ
基
本
法
が
公
布
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
全
部

改
正
す
る
も
の
。

30,740
29,377

27,774
25,697

24,081
21,898

19,752

15.3%
13.7% 12.3% 11.7% 10.9% 10.1% 9.4%

25.9%
29.0%

31.2%
33.2%

36.5%
39.7%

41.9%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

平成7年
（1995）

平成12年
（2000）

平成17年
（2005）

平成22年
（2010）

平成27年
（2015）

平成32年
（2020）

平成37年
（2025）

江津市人口 14歳以下
比率

65歳以上
比率

推計値

資料：政策企画課

委員会審査内容 ６
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建
設
厚
生
委
員
会

建物の１階を図書館として利用

　　原水使用料補助金を活用して、企業の立地が
　　期待される江津工業団地

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
11
件
に
つ
い
て
審
査

を
行
い
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
た
。

◆
江
津
工
業
団
地
企
業
立

地
促
進
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て＝
内
容
＝

江
津
工
業
団
地
企
業
立

地
促
進
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
は
、
環
境
保
全
補
助
金

を
廃
止
し
、
原
水
を
活
用

し
排
水
基
準
を
達
成
し
よ

う
と
す
る
企
業
に
対
し
て

原
水
の
使
用
料
を
補
助
す

る
原
水
使
用
料
補
助
金
を

新
設
す
る
も
の
。

【
委
員
質
問
】

□問
　
　

工
場
か
ら
の
排
水
に

つ
い
て
及
び
制
度
の
今
後

に
つ
い
て
は
。

■答
　

環
境
省
の
示
す
環
境

基
準
は
厳
し
く
な
っ
て
き

て
い
て
企
業
は
配
水
施
設

に
対
し
て
多
額
の
費
用
を

投
じ
て
い
る
が
、
原
水
を

調
整
供
給
し
て
排
出
す
る

こ
と
で
基
準
達
成
が
可
能

と
な
る
。
従
来
の
制
度
よ

り
も
原
水
使
用
料
補
助
を

行
う
こ
と
が
企
業
、
市
に

と
っ
て
も
効
果
が
大
き
い

と
判
断
し
変
更
し
た
。

◆
江
津
市
営
住
宅
管
理
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

地
域
主
権
改
革
第
２
次

一
括
法
の
施
行
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
、
内
容
は
、
公
営
住
宅

法
の
改
正
に
よ
り
、
入
居

者
資
格
の
う
ち
「
同
居
親

族
要
件
」
の
規
定
が
廃
止

さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
「
江

津
市
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
改
正
」、
土
地
改
良

法
の
改
正
に
よ
り
、
引
用

し
て
い
る
根
拠
条
項
が
変

更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う

「
江
津
市
営
土
地
改
良
事

業
の
経
費
の
賦
課
徴
収
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
」、
社
会
教
育
法
の
改

正
に
よ
り
、
公
民
館
運
営

審
議
会
の
委
嘱
の
基
準
に

つ
い
て
条
例
で
の
規
定
の

必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
伴

う
「
江
津
市
公
民
館
設

置
管
理
条
例
の
一
部
改

正
」、
図
書
館
法
の
改
正

に
よ
り
、
図
書
館
協
議
会

の
委
員
の
任
命
の
基
準
に

つ
い
て
条
例
で
の
規
定
の

必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
伴

う
「
江
津
市
図
書
館
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
」。

【
委
員
質
問
】

□問
　
　

図
書
館
協
議
会
委
員

の
選
考
に
つ
い
て
、
３
つ

の
項
目
か
ら
任
命
す
る
こ

と
に
な
れ
ば
委
員
の
選
考

の
門
が
狭
く
な
る
の
で

は
。■答

　

図
書
館
の
利
用
者
、

特
に
学
校
教
育
、
家
庭
教

育
ま
た
、
図
書
館
の
業
務

に
精
通
し
て
い
る
学
識
経

験
者
等
の
み
な
さ
ん
か
ら

ら
幅
広
い
意
見
を
い
た
だ

く
と
い
う
意
味
で
１
、

２
、
３
号
を
規
定
し
た
。

◆
江
津
市
営
住
宅
等
駐
車

場
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

東
高
浜
団
地
の
新
設
に

伴
い
駐
車
場
を
６
区
画
追

加
す
る
も
の
。

◆
建
設
工
事
委
託
に
係
る

協
定
の
変
更
協
定
の
締
結

に
つ
い
て

＝
内
容
＝

江
津
西
処
理
場
の
増
設

工
事
に
係
る
機
械
・
電
気

設
備
工
事
を
委
託
し
て
い

る
日
本
下
水
道
事
業
団
と

締
結
す
る
も
の
で
、
現
協

定
額
６
億
７
２
０
０
万
円

を
３
５
０
０
万
円
減
額

し
、
６
億
３
７
０
０
万
円

と
す
る
も
の
。

減
額
の
主
な
も
の
は
、

工
事
請
負
契
約
の
入
札
に

よ
る
減
額
。

◆
市
道
の
路
線
の
廃
止
に

つ
い
て

◆
市
道
の
路
線
の
認
定
に

つ
い
て

＝
内
容
＝

市
道
の
路
線
の
廃
止
に

つ
い
て
は
、
認
定
替
え
に

伴
い
終
点
変
更
と
な
る

「
嘉
久
志
公
園
団
地
線
」

を
廃
止
す
る
も
の
。

市
道
の
路
線
の
認
定
に

つ
い
て
は
、
江
津
中
央
公

園
改
築
整
備
工
事
に
伴
う

道
路
新
設
に
よ
り
、
そ
の

区
間
を
含
め
終
点
変
更
と

な
る
た
め
新
た
に
市
道
認

定
す
る
「
嘉
久
志
公
園
団

地
線
」、
県
道
改
良
工
事

に
よ
り
旧
道
路
区
間
を
認

定
す
る
「
市
山
長
谷
線
」

の
２
路
線
を
認
定
す
る
も

の
。

７ 委員会審査内容



市議会だより 平成 24 年５月１日

議 案 等 の 議 決 結 果

議案番号 件　　名 議決結果

多
田
伸
治

横
田
省
吾

藤
間
義
明

山
根
兼
三
郎

森
脇
悦
朗

島
田
修
二

茅
島
　

昇

石
橋
孝
義

盆
子
原
民
生

河
野
正
行

藤
田
　

厚

田
中
直
文

山
本
　

誉

永
岡
静
馬

福
原
昭
平

土
井
正
人

同意第１号 功労者の選定について 3月1日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

議案第１号 工事請負契約の変更契約の締結について 〃 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第２号 江津市暴力団排除条例の制定について 3月 19 日 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３号 江津市スポーツ推進審議会条例の制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４号
江津市防災行政用無線戸別受信機分担金徴収条例の一
部を改正する条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５号
議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関
する条例等の一部を改正する条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６号
江津市議会議員の議員報酬等に関する条例及び江津市
消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の
一部を改正する条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７号
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８号 江津市税条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９号
江津工業団地企業立地促進条例の一部を改正する条例
制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１０号
江津市営住宅等駐車場条例の一部を改正する条例制定
について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１１号
公有地の拡大の推進に関する法律施行令第３条第３項
ただし書の規定による規模を定める条例の制定につい
て

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１２号
江津市水道事業における水道施設の管理に関する技術
上の業務を行う水道技術管理者の設置等に関する条例
の制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１３号
江津市が管理を行う水道施設の管理に関する技術上の
業務を行う水道技術管理者の設置等に関する条例の制
定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１４号
江津市水道事業における水道布設工事の施行に関する
技術上の監督業務を行う布設工事監督員の設置等に関
する条例の制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１５号
江津市水道布設工事の施行に関する技術上の監督業務
を行う布設工事監督員の設置等に関する条例の制定に
ついて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１６号
江津市営住宅管理条例等の一部を改正する条例制定に
ついて

〃 〃 ● ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１７号
第５次江津市総合振興計画後期基本計画を定めること
について

〃 〃 ● ● ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１８号 江津市過疎地域自立促進計画を変更することについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１９号 公の施設に係る指定管理者の指定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第２０号 建設工事委託に係る協定の変更協定の締結について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第２１号 市道の路線の廃止について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第２２号 市道の路線の認定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○　賛成　　●　反対　　△　欠席　　斥　除斥

議決結果 ８



市議会だより平成 24 年５月１日

議 案 等 の 議 決 結 果

議案番号 件　　名 議決結果

多
田
伸
治

横
田
省
吾

藤
間
義
明

山
根
兼
三
郎

森
脇
悦
朗

島
田
修
二

茅
島
　

昇

石
橋
孝
義

盆
子
原
民
生

河
野
正
行

藤
田
　

厚

田
中
直
文

山
本
　

誉

永
岡
静
馬

福
原
昭
平

土
井
正
人

議案第23号
平成24年度島根県江津市一般会計予算を定めることに
ついて

3月19日 可決 ● ● ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

議案第24号
平成24年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計予
算を定めることについて

〃 〃 ● ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第25号
平成24年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特別
会計予算を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第26号
平成24年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計
予算を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第27号
平成24年度島根県江津市住宅新築資金等貸付事業特別
会計予算を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第28号
平成24年度島根県江津市公共下水道事業特別会計予算
を定めることについて

〃 〃 ● ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第29号
平成24年度島根県江津市簡易水道事業特別会計予算を
定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第30号
平成24年度島根県江津市農業集落排水事業特別会計予
算を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第31号
平成24年度島根県江津市水道事業会計予算を定めるこ
とについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第32号
平成 23 年度島根県江津市一般会計補正予算（第８号）
を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第33号
平成 23 年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第３号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第34号
平成 23 年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特
別会計補正予算（第３号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第35号
平成 23 年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会
計補正予算（第２号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第36号
平成 23 年度島根県江津市住宅新築資金等貸付事業特
別会計補正予算（第１号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第37号
平成 23 年度島根県江津市公共下水道事業特別会計補
正予算（第３号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第38号
平成23年度島根県江津市簡易水道事業特別会計補正予
算（第３号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第39号
平成23年度島根県江津市農業集落排水事業特別会計補
正予算（第３号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第40号
平成23年度島根県江津市水道事業会計補正予算（第３
号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第２号 公平委員会委員の選任について 〃 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見第１号
「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」の制定
を求める意見書の提出について

〃 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第７号
消費税によらない最低保障年金制度の創設を求める意
見書の提出について

〃 不採択 ○ ○ ○ ● ● ○ △ ● ● ● ● ● ○ ● ●

陳情第８号
年金受給資格期間の10年への短縮を求める意見書の提
出について

〃 不採択 ○ ● ● ● ● ○ △ ● ● ● ● ● ○ ● ●

陳情第９号
無年金・低年金者への基礎年金国庫負担分３．３万円
の支給を求める意見書の提出について

〃 不採択 ○ ● ● ● ● ● △ ● ● ● ● ● ● ● ●

陳情第10号
国民への負担増をあらたに強いる「社会保障と税一体
改革成案」に反対し、社会保障の充実・改善を求める
意見書の提出について

〃 不採択 ○ ● ● ● ● ● △ ● ● ● ● ● ● ● ●

陳情第11号
０.４％の年金引き下げをもとに戻すとともに、物価
指数による年金引き下げを行わないことを求める意見
書の提出について

〃 不採択 ○ ● ● ● ● ● △ ● ● ● ● ● ● ● ●

○　賛成　　●　反対　　△　欠席　　斥　除斥

議決結果９



市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

※
原
稿
は
質
問
し

た
議
員
自
身
が
要

旨
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

市議会だより 平成 24 年５月１日

□問
　
　

人
と
施
設
の
高
齢
化

問
題
は
、
今
後
の
市
政
運

営
に
大
き
く
影
響
す
る
と

思
う
。
諸
課
題
解
決
に
向

け
た
、
中
長
期
の
行
財
政

運
営
へ
の
見
解
は
。

■答
　

高
齢
化
の
食
い
止
め

は
難
し
い
が
、
定
住
施
策

に
よ
り
影
響
を
極
力
抑
え

た
い
。
施
設
の
維
持
経
費

削
減
の
た
め
、
一
層
の
行

財
政
の
ス
リ
ム
化
を
急
ぐ

必
要
が
あ
る
。
山
積
し
た

課
題
解
決
の
た
め
に
は
、

徹
底
し
た
経
費
見
直
し
と

公
・
民
連
携
し
た
手
法
を

用
い
、
根
幹
的
な
行
政
の

在
り
方
を
含
め
議
論
し
た

い
。□問

　
　

事
業
の
重
要
性
・
緊

急
性
・
効
果
性
の
検
討
に

よ
り
編
成
さ
れ
た
当
初
予

算
に
つ
い
て
、
納
得
の
い

く
数
字
と
な
っ
た
の
か
見

解
は
。

■答
　

事
業
の
推
進
と
財
政

の
健
全
化
と
の
二
律
背
反

の
状
況
下
で
、
市
民
に
と

っ
て
や
る
べ
き
か
や
ら
ざ

る
べ
き
か
、
市
民
の
感
覚

で
査
定
し
た
。

定
住
促
進
の
７
つ
の
主

要
テ
ー
マ
に
17
億
８
千
万

円
、
一
般
会
計
に
占
め
る

割
合
で
12
・
４
％
計
上
で

き
た
こ
と
に
よ
り
、
一
歩

一
歩
進
め
て
い
け
る
と
思

う
。

中長期行財政運営は

市長／経費見直しの徹底

行
財
政
運
営

教育環境

幼
保
・
小
中

　
　
　
　

連
携
教
育
を

教
育
長
／
可
能
と
考
え
る

森脇悦朗

藤田　厚

□問
　
　

市
山
・
川
戸
保
育
所

統
合
の
前
倒
し
と
、
予
定

地
の
決
定
並
び
に
、
公
設

民
営
化
の
理
由
は
。

■答
　

少
子
化
・
施
設
の
老

朽
化
及
び
安
全
性
の
面
よ

り
統
合
、移
転
新
築
す
る
。

災
害
に
強
く
、
利
便
性
と

両
地
区
の
中
間
点
で
小
・

中
学
校
と
の
連
携
が
図
れ

る
点
を
考
慮
し
た
。

　

民
営
化
に
よ
り
、
独
自

性
や
創
意
工
夫
が
発
揮
さ

れ
、
よ
り
細
や
か
な
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き

る
。□問

　
　

特
別
保
育
、
保
育
園

児
の
送
迎
、
触
れ
合
い
の

場
の
確
保
に
つ
い
て
と
総

合
こ
ど
も
園
へ
の
考
え
は
。

■答
　

送
迎
は
し
な
い
が
、

延
長
保
育
を
実
施
し
、
一

時
・
休
日
保
育
は
ニ
ー
ズ

を
見
な
が
ら
検
討
し
、
地

域
交
流
活
動
の
充
実
を
図

る
。
子
ど
も
園
は
、
子
育

て
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
る
幼
児
教
育
と
保
育
を

提
供
す
る
と
考
え
る
。

□問
　
　

桜
江
小
・
中
学
校
に

隣
接
し
て
、
保
育
所
が
統

合
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

幼
・
保
と
小
・
中
と
の
連

携
教
育
の
推
進
を
。

■答
　

保
育
所
と
小
・
中
学

校
と
の
情
報
の
一
元
化
に

よ
り
、
連
携
教
育
は
可
能

と
考
え
る
。

統合予定の川戸保育所

架け替え予定の西ケ原橋（和木町）

一般質問 10



クリッククリッククリック

市議会だより平成 24 年５月１日

交通政策

住
民
の
求
め
る
運
行
を

市
長
／
地
域
の
意
見
を
踏
ま
え

山本　誉

補助制度の考えは

市長／制度を検討

エ
ネ
ル
ギ
ー

盆子原民生

□問
　
　

第
５
次
総
合
振
興
計

画
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
ス

マ
ー
ト
・
グ
リ
ッ
ド
の
考

え
方
と
、
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
補
助
制
度
の
考
え

は
。■答

　

ス
マ
ー
ト
・
グ
リ
ッ

ド
と
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活

用
し
電
力
使
用
量
等
・
電

力
シ
ス
テ
ム
全
体
を
最
適

に
保
ち
な
が
ら
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
計
る
も
の
。
国
の

動
向
を
注
視
し
て
進
め
た

い
。再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

県
が
実
施
す
る
太
陽
光
発

電
等
導
入
支
援
制
度
と
足

並
み
を
揃
え
た
制
度
を
検

討
す
る
。

□問
　
　

武
道
必
修
化
導
入
に

つ
い
て
、
各
中
学
校
の
選

択
種
目
と
指
導
者
の
配
置

は
。
安
全
面
に
つ
い
て
の

指
導
者
講
習
会
の
実
施
状

況
と
、
年
間
の
履
修
計
画

は
。

■答
　

江
津
中
・
江
東
中
・

青
陵
中
の
三
校
は
柔
道
を

選
択
し
、
桜
江
中
は
剣
道

を
選
択
。
指
導
者
は
各
学

校
と
も
に
、
外
部
指
導
者

を
含
め
配
置
す
る
。
指
導

者
講
習
は
年
数
回
実
施

し
、
参
加
者
は
40
数
名
。

履
修
時
間
に
つ
い
て
は
、

柔
道
を
選
択
し
た
中
学
校

は
年
間
12
時
間
か
ら
15
時

間
。
桜
江
中
の
剣
道
は
年

間
10
時
間
を
計
画
し
て
い

る
。

ＩＣＴ…情報や通信に関する技術の総称。

□問
　
　

交
通
問
題
は
住
民
生

活
の
根
幹
で
あ
る
。
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に

向
け
て
、
地
域
の
実
態
に

合
っ
た
交
通
政
策
が
求
め

ら
れ
る
。
見
解
は
。

■答
　

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス

の
地
域
間
格
差
、
過
疎
・

高
齢
化
に
伴
う
交
通
手
段

の
確
保
の
た
め
、
公
共
交

通
総
合
連
携
計
画
を
策
定

し
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
は
利
便
性
と
効
率

性
の
両
面
か
ら
検
証
し
つ

つ
、
必
要
な
支
援
策
や
改

善
策
を
講
じ
て
、
総
合
的

な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

維
持
と
充
実
を
図
る
。

□問
　
　

交
通
不
便
地
区
の
解

消
に
向
け
、
地
域
住
民
の

求
め
る
運
行
体
制
を
め
ざ

し
、
地
元
や
事
業
者
と
の

協
議
を
。

ま
た
、
庁
内
に
交
通
政

策
の
専
門
部
署
を
。

■答
　

後
期
基
本
計
画
で
は

交
通
不
便
地
区
の
解
消
を

大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
い

る
。
地
域
の
実
情
を
聞
き

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

専
門
部
署
を
設
け
る
の

は
難
し
い
が
、生
活
バ
ス
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
福
祉
バ

ス
、
観
光
タ
ク
シ
ー
な
ど

担
当
部
署
が
分
か
れ
て
い

る
の
で
、
連
携
し
全
庁
的

に
取
り
組
み
対
応
す
る
。交通ネットワークの充実を

安全面に配慮を
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児童数／学校数 ～ 200 200 ～ 300 300 ～ 400 400 ～

学力平均 40.16 40.60 40.07 40.44

（島根県）

教員数／学校数 ～ 15 15 ～ 18 18 ～ 21 21 ～

学力平均 40.08 40.66 40.33 40.31

（島根県）

複式学級数／学級数 8％～ 5～ 8 2 ～ 5 ～ 2％

学力平均 40.13 40.24 40.48 40.53

（島根県）

市議会だより 平成 24 年５月１日

運営の適正化を（水の国）

山根兼三郎

教育環境

適
正
規
模
の
学
校
を

教
育
長
／
市
全
体
の
位
置
づ
け
で

□問
　
　

本
市
の
保
有
施
設
数

と
維
持
費
用
の
状
況
は
。

ま
た
、
老
朽
化
し
改
修
が

急
が
れ
る
橋
梁
数
と
、
費

用
見
通
し
は
。

■答
　

平
成
22
年
度
で
１
５

７
施
設
、
６
億
３
千
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
全
橋
梁

３
０
３
橋
の
う
ち
、
老
朽

に
よ
り
改
修
を
急
ぐ
も
の

は
11
橋
で
、
改
修
費
用
15

億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

□問
　
　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利

用
人
数
は
。
ま
た
、
水
の

国
の
利
用
人
数
と
維
持

費
、
合
併
後
の
維
持
費
の

合
計
は
。

■答
　

平
成
22
年
度
の
利
用

最
多
は
中
央
公
園
市
営

体
育
館
で
２
万
８
０
０
０

人
。
最
小
は
市
山
多
目
的

研
修
施
設
で
１
４
６
人
。

水
の
国
の
利
用
者
数
と

維
持
費
は
、
平
成
17
年
度

が
４
０
４
０
人
、
１
９
３

８
万
円
だ
っ
た
が
、
平
成

22
年
度
は
２
４
２
３
人
、

１
３
８
２
万
円
と
な
っ
て

い
る
、
合
併
後
６
年
間
の

維
持
費
合
計
は
９
６
２
０

万
円
。

□問
　
　

今
後
の
再
編
統
合
計

画
は
。

■答
　

健
全
な
財
政
運
営
の

た
め
、
利
用
度
の
低
い
も

の
、
同
一
地
域
に
あ
る
類

似
の
施
設
、
老
朽
化
等
を

見
て
、
統
合
や
休
止
と

い
っ
た
結
論
を
視
野
に
、

見
直
し
を
早
急
に
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

□問
　
　

国
と
県
の
調
査
か
ら

学
校
規
模
が
学
力
に
影
響

し
て
い
る
と
思
う
。
複
式

学
級
の
解
消
と
中
部
地
区

で
の
小
学
校
再
編
へ
の
取

り
組
み
を
急
ぎ
、
適
正
規

模
の
学
校
再
編
を
。

■答
　

学
校
統
合
に
つ
い
て
、

１
学
年
に
複
数
ク
ラ
ス
を

編
成
で
き
る
よ
う
な
規
模

の
学
校
が
適
正
で
あ
る
と

説
明
し
て
い
る
。
教
育
委

員
会
と
し
て
そ
の
規
模
を

確
保
す
る
た
め
に
再
編
計

画
を
立
て
て
い
る
。

そ
れ
に
伴
う
財
源
が
必

要
な
の
で
市
全
体
の
位
置

づ
け
の
中
で
学
校
再
編
を

進
め
て
い
か
ざ
る
を
え
な

い
。

□問
　
　

幼
児
へ
の
早
く
か
ら

の
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
国
の
総
合
こ
ど
も
園

構
想
を
待
つ
の
で
は
な
く

積
極
的
な
取
り
組
み
を
。

■答
　

「
江
津
の
教
育
方
針
」

で
は
「
人
間
関
係
力
の
育

成
」
の
項
目
を
新
た
に
追

加
し
た
。
幼
児
の
教
育
は

保
護
者
が
行
う
べ
き
と
考

え
る
が
、
家
庭
で
で
き
な

い
集
団
体
験
も
必
要
な
の

で
４
・
５
歳
児
に
幼
稚
園

教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

３
歳
児
の
受
け
入
れ
は

国
の
総
合
こ
ど
も
園
構
想

を
見
き
わ
め
な
が
ら
検
討

す
る
。

再編統合計画は

市長／早急に進めたい

公
共
施
設

横田省吾

学校規模からみた学力の傾向

※「平成22年度全国学力・学習状況調査」及び「小学校の市町村別学
　校数、学級数、児童生徒数及び教職員数（平成21年）」から抜粋
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クリッククリッククリック

市議会だより平成 24 年５月１日

学
校
図
書
館
の
様
子
　

□問
　
　

学
校
図
書
館
司
書
へ

の
国
の
財
政
措
置
が
な
さ

れ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

従
来
の
施
策
に
上
乗
せ
し

て
取
り
組
む
考
え
は
。

■答
　

本
市
で
は
小
学
校
８

校
、中
学
校
４
校
の
う
ち
、

Ａ
司
書
は
８
校
、
Ｂ
司
書

は
津
宮
小
学
校
の
み
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
３
校
と

な
っ
て
い
ま
す
。
国
の
地

方
交
付
税
措
置
が
な
さ
れ

る
が
、
24
年
度
の
県
の
補

助
が
不
透
明
な
た
め
、
直

ち
に
待
遇
改
善
を
図
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
考
え

る
。
状
況
を
見
な
が
ら
充

実
に
努
め
る
。

□問
　
　

学
校
図
書
館
を
開
放

し
て
、
授
業
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。
そ
し
て
、
図
書

館
司
書
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
。■答

　

担
任
の
先
生
の
指
導

の
も
と
で
補
助
を
す
る
の

が
図
書
館
司
書
の
仕
事
で

あ
り
、
図
書
館
で
の
授
業

に
つ
い
て
は
支
障
が
な
い

と
考
え
る
。
ま
た
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

年
５
回
、
島
根
県
の
県
立

図
書
館
が
主
催
す
る
研
修

会
に
参
加
し
て
も
ら
う
。

□問
　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う

大
き
な
観
点
で
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
を
図
る
こ
と

が
、
本
市
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
。
基
本
的
な
考
え

は
。

■答
　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
、

市
民
の
健
康
増
進
、
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、

そ
し
て
、
青
少
年
の
健
全

育
成
と
社
会
貢
献
活
動
に

携
わ
る
人
材
の
育
成
を
目

指
す
こ
と
を
基
本
と
し

「
ま
ち
づ
く
り
」
と
と
も

に
「
人
づ
く
り
」
を
推
進

す
る
。

□問
　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議

委
員
会
の
開
催
実
績
と
審

議
内
容
は
。

■答
　

21
年
度
２
回
、
22
・
23

年
度
は
１
回
の
開
催
で
、

議
題
は
社
会
体
育
事
業
の

状
況
や
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
現
状
等
。

□問
　
　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
今
後

の
展
開
は
。

■答
　

子
供
か
ら
高
齢
者
ま

で
、「
い
つ
で
も
・
ど
こ

で
も
・
だ
れ
で
も
・
い
つ

ま
で
も
」
気
軽
に
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
活
動
が
で
き
る

場
と
し
て
、
江
津
い
き
い

き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
２

月
26
日
に
設
立
し
た
。
将

来
は
種
目
を
増
や
し
、
会

員
を
増
や
し
て
自
主
運
営

を
め
ざ
し
た
い
。

学校図書館の充実を

教育長／充実を図りたい

学
校
図
書
館

永岡静馬

島田修二

スポーツ振興

ス
ポ
ー
ツ
で

　
　

ま
ち
づ
く
り
を

教
育
長
／
人
づ
く
り
と
と
も
に

４月から開催されたスポーツクラブ

Ａ司書…１日５時間勤務の非常勤。

Ｂ司書…１日６時間勤務の常勤。
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市議会だより 平成 24 年５月１日

□問
　
　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の

拡
充
と
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
へ
の
支
援
を
。

■答
　

世
代
間
交
流
、
地
域

で
の
助
け
合
い
な
ど
を
目

標
に
各
方
面
へ
幅
広
く
よ

び
か
け
る
。
ま
た
、
幅
広

い
年
齢
層
の
サ
ロ
ン
を
検

討
す
る
。
高
齢
者
に
は
、

毎
月
の
訪
問
活
動
、
緊
急

通
報
装
置
の
貸
与
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
自
治
会

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
生

児
童
委
員
と
協
力
し
、
行

政
と
し
て
も
十
分
な
支
援

が
出
来
る
よ
う
努
め
る
。

□問
　
　

が
ん
検
診
受
診
率
向

上
を
。

■答
　

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が

ん
検
診
は
、
土
日
・
夕
方

な
ど
検
査
を
受
け
や
す
い

日
時
を
設
定
し
た
。
胃
が

ん
検
診
は
午
後
検
診
を
実

施
。
大
腸
が
ん
検
診
は
、

便
の
郵
送
に
よ
る
検
査
方

法
を
導
入
し
た
。
ま
た
、

新
年
度
導
入
予
定
の
健
康

管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

未
受
診
者
対
策
が
計
ら
れ

る
。□問

　
　

高
齢
者
介
護
職
員
の

不
足
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

■答
　

浜
田
地
区
広
域
行
政

組
合
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、人
材
確
保
に
努
め
る
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

の
取
り
組
み
と
し
て
、
現

に
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

で
働
い
て
い
る
人
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
や
、
資
格
取
得

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
。

□問
　
　

移
転
新
築
後
６
年
で

経
営
難
の
済
生
会
江
津
総

合
病
院
に
税
金
を
使
う
な

ら
、
資
金
以
外
の
再
建
へ

の
働
き
か
け
も
必
要
で

は
。■答

　

昨
年
の
融
資
と
、
機

能
再
編
へ
の
４
億
３
４
０

０
万
円
の
支
援
、
現
状
の

医
師
数
の
確
保
で
経
営
改

善
は
可
能
。
閉
鎖
中
の

５
・
６
階
が
再
開
す
れ
ば

改
善
さ
れ
る
と
考
え
る
。

□問
　
　

島
大
学
長
が
『
２
〜

３
年
後
に
島
大
か
ら
医
師

が
出
て
く
る
』
と
言
っ
て

い
る
。
済
生
会
へ
の
派
遣

に
確
約
を
取
り
付
け
る
べ

き
で
は
。

■答
　

医
学
部
の
地
域
枠
と

県
が
図
る
県
内
医
療
機
関

へ
の
定
着
を
受
け
た
発
言

と
思
わ
れ
る
。
医
師
配
置

の
実
現
の
た
め
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
働
き
か
け

て
い
く
。

□問
　
　

看
護
師
の
労
働
環
境

改
善
な
し
に
医
療
体
制
の

確
保
は
望
め
な
い
。
済
生

会
で
の
労
働
実
態
の
把
握

は
。■答

　

病
院
が
取
り
組
む
課

題
で
、
情
報
は
入
っ
て
い

な
い
。

□問
　
　

市
長
や
健
康
福
祉
部

長
ら
が
済
生
会
役
員
に

入
っ
て
い
る
。
実
態
を
調

べ
る
べ
き
で
は
。

■答
　

労
務
環
境
改
善
が
行

わ
れ
、
院
内
で
の
研
修
な

ど
に
時
間
外
手
当
が
つ
い

て
い
る
。
大
き
な
問
題
に

つ
い
て
は
報
告
を
受
け
て

い
る
。

高齢者への充実を

市長／充実に取り組む

保
健
福
祉

藤間義明

多田伸治

地域医療

再
建
へ
の
働
き
か
け
は

市
長
／
機
能
再
編
へ
の
支
援

再建が望まれる済生会江津総合病院

ふれあいサロンのひとこま
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市議会だより平成 24 年５月１日

「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」

の制定を求める意見書

【要　約】

　平成 23 年７月６日に厚生労働省が、４大疾

病（がん、脳卒中、心臓病、糖尿病）に新た

に精神疾患を加えて５大疾病とする方針を決

めた。この背景には、平成 20 年の患者調査で、

糖尿病患者数 237 万人、がん患者数 152 万人な

どに対し、精神疾病患者の患者数は 323 万人と

最も多く、国民に広く係る疾患となっているこ

と。また、毎年３万人以上の方がみずから命を

絶ち、その約９割には何らかの精神疾患にか

かっていた可能性があるとされているためで

ある。

　平成 22 年４月に当該者・家族、医療福祉の

専門家及び学識経験者による「こころの健康政

策構想会議」が設立され、現在の危機を早く根

本的に改革する提言をまとめ、「こころの健康

政策についての提言書」を厚生労働大臣に提出

した。

　この中では、精神医療改革、精神保健改革、

家族支援を軸として、こころの健康についての

政策を保障する「こころの健康を守り推進する

基本法（仮称）」の制定を強く求めている。

　よって、国におかれては、このような深刻な

状況を十分に踏まえ、次の事項を実現されるよ

う要望する。

記

１　国民すべてを対象とし、こころの健康増進

を図るため「こころの健康を守り推進する基

本法（仮称）」を早急に制定すること。

２　こころの健康を国の重要施策と位置づけ、

総合的で長期的な政策を実行すること。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見

書を提出する。

平成 24 年３月 19 日　　　江津市議会

関係機関へ意見書を提出

将来世代に負担を

残さないための公会

計を中心に講義があ

りました。財政再建

に真剣に取り組もう

としている首長、市

議会議員、自治体職

員など約 50 名が集まり開催されました。

参加議員の感想（報告書から抜粋）
山根　兼三郎

これまでのバランスシートを改善するには、

地方の官と政は変わらざるを得ない。交付金や

過疎債、特例債があるから運営できるのであっ

て、元々国債から予算が成り立っており、残高

が増えるのは当然。

森脇　悦朗

財政再建と言っても色々な手法がある。まず

中身の分析が必要であり、将来世代にツケをま

わさないためにどうすればよいか真剣に検討す

ることが重要。

永岡　静馬

「子どもにツケをまわさない」の理念は共感で

きる。財務諸表を読み取る力をつけるとともに、

多くの市民・議員が理念を共有しなければなら

ない。

福原　昭平

講義の中で特に、官だけでなく市民・NPO・企

業などが、積極的に公共的な財・サービスの提

供主体となり共助の精神で行う活動の紹介は参

考となった。

個人研修報告

自治体財政研究会 in 丸の内
期　　日　平成24年1月22日（日）・23日（月）

開催場所　東京都千代田区　国際ビル 1階

各議員の個人研修報告は、江津市ホームページ

にて閲覧することができます。
http ://www.city .gotsu. lg . jp

・市の紹介〔一覧〕市議会→議員個人研修報告

　→自治体財政研究会 in 丸の内研修報告
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請
願
は
、
国
民
に
認
め
ら

れ
た
憲
法
上
の
権
利
の
一
つ

で
す
。

請
願
と
は
、
国
民
が
国

ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機

関
に
対
し
て
希
望
を
述
べ
る

こ
と
を
言
い
。「
○
○
地
区

に
公
民
館
を
建
設
し
て
ほ
し

い
。」
な
ど
と
い
う
の
が
そ

の
例
で
す
。

請
願
す
る
こ
と
が
で
き
る

者
は
、
住
民
だ
け
で
な
く
、

旅
行
者
や
滞
在
者
、
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国
人

で
も
で
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す
。
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を
し

よ
う
と
す
る
人
は
、
議
員
の

紹
介
に
よ
り
請
願
書
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
会
は
、
受
理
し
た
請
願
を

担
当
の
常
任
委
員
会
で
審
査

し
て
か
ら
、
本
会
議
で
採
択

か
不
採
択
か
継
続
審
査
か
を

決
定
し
ま
す
。

議
会
で
採
択
さ
れ
た
請
願

に
つ
い
て
、
執
行
機
関
は
そ

の
内
容
に
つ
い
て
、
予
算
・

人
員
な
ど
の
諸
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件
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勘
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す
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否
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を
し
ま
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が
、
可
能
な
限

り
尊
重
趣
旨
に
沿
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
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６
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定
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の
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ま
す
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球
で
例
え
る
と
、
春
の
選

抜
で
準
優
勝
し
た
の
と
同

様
で
あ
り
、
今
後
は
国
体

そ
し
て
冬
の
花
園
で
行
わ

れ
る
全
国
大
会
で
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

市
内
の
子
ど
も
達
が
ス

ポ
ー
ツ
の
ス
テ
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ジ
に
お

い
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
大
人
も
負
け
ず

に
、
そ
し
て
子
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も
達
に
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望
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て
る
未
来
を
残

す
た
め
、
頑
張
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た
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も

の
で
す
。　

（
島
田
修
二
）

江津市議会

江津市議会は、「市民に開かれた議会」をめざして改革に取り組んでいます。

その一環として江津市議会として初の報告会を開催することといたしました。議員が

市内４地区（中学校区）に分かれて、３月定例会の内容をお伝えいたします。

会　場

東　部　会　場 西　部　会　場 中　部　会　場 南　部　会　場

都治公民館

（都治町）

二宮交流館

（二宮町）

嘉久志公民館

（嘉久志町）

江津市

コミュニティセンター

（桜江町川戸）

開催日 5月 16 日（水） 5月 18 日（金） 5月 22日（火） 5月 24 日（木）

時　間 午後７時～午後９時

※どの会場へお越しいただいてもかまいません。お気軽にご参加ください。
※５月１日発行の市議会だより№ 110（本冊子）をご持参ください。

市議会だより 平成 24 年５月１日 16お知らせ・編集後記


